
私
の
勤
務
す
る
草
津
森
林
事
務
所
は
、

群
馬
県
北
西
部
の
長
野
県
境
に
位
置
し
、

日
本
で
一
番
高
い
国
道
最
高
地
点
が
あ
り

す
。ま

た
、
日
本
百
名
山
の
草
津
白
根
山
、

現
在
は
火
山
活
動
で
１
㎞
圏
内
立
ち
入
り

禁
止
に
な
っ
て
い
る
白
根
山
の
湯
釜
、
そ

し
て
な
ん
と
言
っ
て
も
草
津
温
泉
は
、
全

国
温
泉
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
に
な
っ
て
い
ま

す
。中

之
条
町
に
位
置
す
る
芳
ヶ
平
湿
地
群

は
、
平
成
２
７
年
５
月
に
草
津
白
根
山
湯

釜
、
芳
ヶ
平
湿
原
、
大
平
湿
原
、
平
兵
衛

池
、
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
公
園
等
が
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
に
登
録
さ
れ
、
ワ
タ
ス
ゲ
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
高
山
植
物
、
特
別
天
然

記
念
物
の
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
、
日
本
固
有

種
で
あ
る
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
、
群
馬
県
天

然
記
念
物
の
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
の
群
生
地

等
、
湿
地
の
貴
重
な
生
態
系
を
保
全
・
再

生
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る

恵
み
を
賢
明
な
利
用
と
し
て
活
用
し
、
交

流
・
学
習
を
通
し
て
広
め
る
こ
と
を
目
的

と
さ
れ
ま
し
た
。

当
事
務
所
管
内
に
は
、
全
国
に
先
駆
け

て
、
自
然
景
観
に
優
れ
、
野
外
ス
ポ
ー
ツ

に
適
し
た
国
有
林
を
活
用
す
る
森
林
空
間

総
合
利
用
整
備
事
業
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
グ

リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
）
を
実
施
し
、
民
間
等

に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
草
津
ス
キ
ー
場
や

草
津
高
原
ゴ
ル
フ
場
の
野
外
ス
ポ
ー
ツ
施

設
等
な
ど
の
森
林
総
合
利
用
施
設
は
、
地

域
の
観
光
産
業
等
に
も
大
き
く
寄
与
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
森
林
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
、

地
元
中
学
生
に
よ
る
高
山
植
物
の
女
王

「
コ
マ
ク
サ
」
の
復
元
活
動
が
、
昭
和
55

年
春
か
ら
地
域
一
体
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
、

平
成
４
年
に
見
事
本
白
根
山
の
復
元
完
了

宣
言
が
な
さ
れ
、
現
在
は
中
学
生
に
よ
る

保
護
活
動
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

草
津
温
泉
の
湯
元
と
な
る
万
代
鉱
温
泉

湧
出
地
は
、
昭
和
41
年
に
鉱
業
用
地
と
し

て
貸
付
し
、
採
鉱
の
た
め
の
坑
道
を
掘
削

中
に
、
地
中
か
ら
温
度
94
度
の
温
泉
が
毎

分
約
６
２
０
０
㍑
湧
き
出
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
草
津
町
と
温
泉
利
用
協
定
を
締
結

し
て
、
温
泉
を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

草
津
森
林
事
務
所
は
、
草
津
管
内
約
６

４
０
０
㌶
長
野
原
管
内
約
２
３
０
０
㌶
の

国
有
林
を
管
理
し
て
い
ま
す
が
、
草
津
管

内
は
、
森
林
空
間
利
用
タ
イ
プ
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
が
多
く
、
カ
ラ
マ
ツ
の

林
と
広
葉
樹
を
主
体
と
す
る
自
然
維
持
林

が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

長
野
原
管
内
で
の
主
な
事
業
は
、
八
ッ

場
ダ
ム
関
連
事
業
が
多
く
、
急
ピ
ッ
チ
に

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
規
使
用
承

認
等
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
統
括
森
林
官
と
し
て
２
年
目
に
な

り
ま
し
た
が
、
よ
り
一
層
地
域
と
共
に
、

開
か
れ
た
国
有
林
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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